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衆
議
院
議
員
前
原
誠
司
君
提
出
北
陸
新
幹
線
敦
賀

新
大
阪
間
の
建
設
計
画
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
整
備
検
討
委
員
会
が
政
府
か
ら
北
陸
新
幹
線
の
ル
ー
ト
決
定
を
行
う
裁
量
を
委
託
さ
れ
て
い
る
」
、
「
ル
ー

ト
決
定
の
裁
量
権
が
整
備
検
討
委
員
会
に
あ
る
」
及
び
「
ル
ー
ト
選
定
の
説
明
責
任
を
負
う
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず

し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
先
の
質
問
主
意
書
（
令
和
三
年
五
月
二
十
五
日
提
出
質
問
第
一
四
四
号
。
以
下
「
前
回
質
問
主

意
書
」
と
い
う
。
）
一
で
お
尋
ね
の
「
小
浜
・
京
都
ル
ー
ト
及
び
松
井
山
手
を
経
由
す
る
ル
ー
ト
が
採
択
さ
れ
た
理
由
」
に

つ
い
て
、
先
の
答
弁
書
（
令
和
三
年
六
月
四
日
内
閣
衆
質
二
〇
四
第
一
四
四
号
）
一
の
前
段
及
び
二
に
つ
い
て
で
お
答
え
し

た
と
お
り
、
「
小
浜
・
京
都
ル
ー
ト
及
び
松
井
山
手
を
経
由
す
る
ル
ー
ト
」
に
つ
い
て
は
、
与
党
整
備
新
幹
線
建
設
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
北
陸
新
幹
線
敦
賀
・
大
阪
間
整
備
検
討
委
員
会
（
以
下
「
与
党
整
備
検
討
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に
お

い
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
、
全
国
新

幹
線
鉄
道
整
備
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
七
十
一
号
）
に
お
け
る
手
続
と
し
て
は
、
北
陸
新
幹
線
敦
賀
・
新
大
阪
間
の
建

設
主
体
で
あ
る
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
か
ら
、
工
事
実
施
計
画
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

同
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
具
体
的
な
線
路
の
位
置
、
駅
の
位
置
等
を
含
め
当
該
工
事
実
施
計
画
の
内
容
を
審
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査
し
た
上
で
、
適
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
認
可
す
る
こ
と
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
質
問
主
意
書
（
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
七
日
提
出
質
問
第
三
〇
二
号
）
一
に
お
け
る
お
尋
ね
は
、
全
国
新
幹

線
鉄
道
整
備
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
十
三
日
に
運
輸
大
臣
（
当
時
）
が
決
定
し
た
整
備

計
画
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
八
年
六
月
七
日
内
閣
衆
質
一
九
〇
第
三
〇
二
号
）
一
に
つ

い
て
に
お
い
て
は
、
当
該
整
備
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る
北
陸
新
幹
線
福
井
市
附
近
・
大
阪
市
間
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
お
答

え
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
前
回
質
問
主
意
書
一
で
お
尋
ね
の
「
小
浜
・
京
都
ル
ー
ト
及
び
松
井
山
手
を
経
由
す
る
ル
ー

ト
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
に
与
党
整
備
検
討
委
員
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
答
弁
が
整
合

的
で
な
い
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
整
備
検
討
委
員
会
の
位
置
づ
け
が
変
更
さ
れ
た
の
か
」
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
整
備
新
幹
線
の
ル
ー
ト
決
定
」
及
び
「
整
備
検
討
委
員
会
の
ル
ー
ト
決
定
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ

が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
前
回
質
問
主
意
書
一
で
お
尋
ね
の
「
小
浜
・
京
都
ル
ー
ト
及
び
松
井
山
手
を
経
由
す
る
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ル
ー
ト
」
に
つ
い
て
は
、
与
党
整
備
検
討
委
員
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
与
党
整
備
検
討
委
員
会
に
お
け
る

「
小
浜
・
京
都
ル
ー
ト
及
び
松
井
山
手
を
経
由
す
る
ル
ー
ト
」
の
決
定
に
係
る
検
討
に
際
し
て
は
、
国
土
交
通
省
鉄
道
局
は
、

与
党
整
備
検
討
委
員
会
の
求
め
に
応
じ
、
必
要
な
資
料
等
の
提
供
及
び
説
明
を
す
る
立
場
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
お
尋
ね
の

「
与
党
整
備
新
幹
線
建
設
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
役
割
」
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
が
、

与
党
整
備
新
幹
線
建
設
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
つ
い
て
は
そ
の
役
割
等
が
法
令
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は

な
い
。
さ
ら
に
、
御
指
摘
の
整
備
新
幹
線
問
題
検
討
会
議
及
び
整
備
新
幹
線
問
題
調
整
会
議
に
つ
い
て
は
、
整
備
新
幹
線
の

整
備
に
関
す
る
基
本
方
針
及
び
当
面
の
整
備
新
幹
線
の
整
備
方
針
を
検
討
す
る
な
ど
の
た
め
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
に
、

国
土
交
通
省
政
務
三
役
会
議
に
お
い
て
設
置
が
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
平
成
二
十
四
年
を
最
後
に
開
催
さ
れ
て
い
な

い
。 


